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 本研究ではSVM（Support Vector Machine）による学習によって固有物名抽出を
行う．本研究では既存手法に加え新たに（a）前後の品詞，（b）用言，（c）区切
り文字，（d）画像の掲載，（e）リンクの張り付け，（f）URL，（g）htmlタグに
よる強調表現を考慮することによって固有物名抽出の精度向上を試みた．（a）と
（b）は文脈を，（d）～（g）はhtml文書などの表記の特徴を考慮する意味合いを
持たせた．また，固有物名は他の固有物名より定義される幅が広いため，抽出精
度向上のために固有物名をお土産名，製品名，作品名，乗物名に分割し，学習を
行った．評価にはblog記事1000件を用い，既存手法と提案手法での固有物名と固
有表現の抽出実験を行った． 
 
 評価実験の結果，提案手法が既存手法よりも固有物名，他の固有表現ともに抽
出精度の向上がみられた．また作成された学習器を分析したところ，今回考慮し
た素性（a）～（g）のうち，固有物名抽出において特に（a）前後の品詞，（b）
用言，（d）画像の掲載，（g）htmlタグによる強調表現の４つが有効であること
が分かった．また，固有物名の中でも抽出精度に影響を与える素性が異なること
から，固有物名を複数に分割し，学習することで抽出精度が向上することを示し
た． 
 
